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施設概要

⚫利用者数 ： １００床（うちショートステイ平均３５床）

⚫まつば棟（重度） かえで棟（障害） つくし棟（認知） デイケア １日４５名

⚫全体利用者の平均介護度 ： ３．４ ・ 平均年齢：８７．６歳

⚫看介護士 ： 看護師１５名（うちパート５名） 介護士４４名 助手７名

⚫かえで棟概要

認知症がある方から介護度の高い方、生活動作が自立されている方

     まで様々な方が入所

⚫



事例概要と課題
＜事例概要＞

⚫８０歳代 女性

⚫既往歴 ： II型糖尿病 左下肢小児麻痺

⚫介助状況 ： 起き上がり時、介助者の体に掴まるなどの協力動作は得られる

下肢筋力低下にて力入らず移乗全介助

柵に掴まれば、座位保持は可能

車椅子乗車中の姿勢崩れはなく、上肢を使って自力で姿勢治しは可能

＜課題＞

⚫車いす移乗をスタッフの持ち上げ介助（全介助）で行っており、スタッフの負担が大きい。

⚫より本人の残存機能を活かせた移乗方法の検討が必要



課題に対する対策

・移乗時、左下肢に力が入らないが右下肢を地面につければ、柵に掴まり座位

姿勢の保持は可能。

・上肢の力は残っており、車椅子乗車中の姿勢崩れも自力で直す力がある。

スライディングボードを使用することで軽介助または自力で移乗が可能では？

移乗時、スライディングボードを使用し、移乗介助を行う。また、リハビリスタッフ

含め本人と相談し、スライディングボードを使用して自力での移乗を行ってみる。



対策実施後の結果
⚫持ち上げ全介助の状況から、スライディングボードを使用し、軽介助で移乗が可能
となった。また、同様に、車椅子からベッドまで自力で臀部をずらしながら移乗するこ
とが出来た。

なお、適宜、ボードや臀部のずれを直したり、臀部を少し支えることは必要である。

⚫本人もほぼ自力で移乗できたことで、「できた。私だってやればできるよ。」と表情も
良く、意欲が向上した言動があった。

⚫スライディングボードの活用により、介助者の介助量の軽減だけでなく、残存能力
を活かすことができ、本人の自信と意欲向上にも繋がった。

⚫今後も、福祉用具を活用し、介助者の負担を軽減できる環境を作っていきたい。
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